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◎自主財源＝市が自主的に集めることができる収入

【市税】 市民税、固定資産税、軽自動車税など

【繰入金】 財政調整基金等からの繰入金

【諸収入】 藤波ダム小水力発電収入など

【その他】 使用料・手数料、分担金・負担金など

◎依存財源＝国や県から交付または割り当てられる収入

【地方交付税】 所得税などの国税から交付される収入

【国庫・県支出金】 市の事業に国・県から交付される収入

【市債】 大きな費用が必要となる事業のための長期的な

借入金

【各種交付金等】 地方消費税交付金・森林環境譲与税など

「選ばれるまちづくり」

令和 6年 度当初予 算は 、 6月に予 定さ れている市長選挙 のため骨格予算編 成 と

なっています 。

歳入は 、 市税を含む自主財源は歳入全体の 3 7 . 5 %の 6 1億 2 , 7 8 7万円 、地方交

付税等の依存財源は歳入全体の 6 2 . 5 %の 1 0 2億 1 1 3万円となっています ｡

歳 出 は 、 限 ら れ た 財 源 の 中 で 国 ・ 県 の 補 助 金 等 を 最 大限 活 用 し 、 物 価 高騰 等 に

対 する緊急 対策や ” S D G s ” と ” 脱炭素 化 ”持 続可能な地 域社会づ く り に加 え 、 子

育 て見守 り おむつ の定期便事業や子育て世帯等マ イ ホーム取得支援事業等の子

育 て 関 連 事 業 を 加 速 さ せ ま す 。 ま ち づ く り の 指 針 と な る 「 第 ３ 次 う き は 市 総 合 計

画 」 の 策 定 に向 け市 民ア ン ケ ー ト 調 査 等を 実施 し 、 選 ば れる ま ちづ く り を 推進 し

ます 。

歳入

◎義務的経費＝支出が決まっている経費

【人件費】 職員の給与など

【扶助費】 医療費の援助など

【公債費】 市債の返済（元金・利子）

◎その他の経費

【物件費】 備品の購入や印刷費、光熱水費など

【補助費等】 各種団体に対する負担金・補助金など

【積立金】 国債等運用益の基金積立金

【繰出金】 特別会計への繰出金

【普通建設事業費】 道路や学校などの建設費

【その他】 維持補修費、出資金、災害復旧事業費など

歳出

一般会計
● 問合せ 企画財政課財政係 ☎73-9152

※数値や構成値は、四捨五入により合計が一致しない場合があります

総額 163億2,900万円（前年度比 ＋0.2％）

令和6年度 当初予算の概要

詳しくはこちら ▶
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・子育て見守りおむつの
定期便事業

・コンビニ交付システム導入業務
23,650千円

育児用品の配達とあわせて、
定期的に不安や悩みを聴き
ながら赤ちゃんの健やかな
成長を見守ります

特別会計は、国民健康保険事業と後期高齢者医療事

業と自動車学校において事業状況を明確にする

ため、一般会計と区別して設置されています。

3事業会計で合計45億3,580万円を計上しています。

下水道事業と簡易水道事業の2事業会計で合計33

億5,910万円を計上しています。生活衛生環境の維

持向上及び安全な簡易水道供給などに取り組み

ます。

【収益的支出】人件費、減価償却費等

【資本的支出】建設改良費、企業債元金償還金等予算額 前年度比

国民健康保険事業 38億719万円 △1.0％

後期高齢者医療事業 5億8,128万円 ＋6.2％

自動車学校 1億4,733万円 △0.8％

「新しい生活様式」を踏まえた
まちづくり

～Society5.0に向けた社会実装～

"SDGs"と"脱炭素化"
持続可能な地域社会づくり

人材育成
～新たな学びへの挑戦～

地域経済の好循環を目指して
出産・子育て応援

～若年層の人口減少対策～

特別会計 公営企業会計

収益的支出 資本的支出

下水道事業 12億9,273万円 19億9,151万円

簡易水道事業 6,767万円 719万円

おむつ等の育児用品を定期配達し

産後メンタルケアや子育て情報の

提供を行います

市内で新築住宅を取得する子育

て世帯等に補助金を支給します

・子育て世帯等マイホーム
取得支援事業

重点施策と主な事業（抜粋）

12,672千円

30,000千円

まちづくり、防災・防犯、交通の整備

等、各対策計画策定の基礎資料として

データ整備・利活用を行います

・都市空間デジタル基盤構築支援事業
31,000千円

・脱炭素先行地域づくり事業
34,220千円

新設地域エネルギー会社を中心に、民

間事業者等と連携し脱炭素化に取り組

みます

・小規模林業支援モデル事業
3,000千円

林業の新たな担い手や中山間地域の活
性を目的に小規模林業の参入・拡大に
必要な経費を補助します

・奨学金返還支援補助事業
3,600千円

市内事業者の担い手となる若い人材を

確保するため、奨学金の返還を支援し

ます

・マイクロツーリズム誘客多角化

事業 18,963千円

温泉施設や飲食店等への誘客を図ると

ともに、体験プログラムの実施・運営

を行い持続可能な観光地を目指します

・うきはＡｃｔｉｖｅＬａｂ
4,338千円

小学4～6年生を対象とした自然体験事

業で、集団での行動や自然宿泊体験を

提供する団体へ補助金を支給します

・こどもプログラミング教室
1,740千円

児童・学生を対象に市内 IT事業者から

パソコン基本操作等の知識を学ぶ場を

提供します

マイナンバーカードを活用し、コンビ

ニ等から各種証明書を取得できるよう

システムを導入します


